
事例検討（グループ討議）の進め方について 

 

【報告者】 

○事例概要の説明 

・事例に関する基本情報 

・検討してほしいと思っていること（困っていること、負担に感じ   

ていること）を具体的に説明 

☆目的・テーマは具体的に設定する。 

☆内容が多岐にわたる場合は優先順位を決めて、要点を絞る。 

【参加者】 

○報告中は発言せずに静聴 

 

【報告者】 

  ○参加者からの質問に簡潔に回答 

【参加者】  

○“一問一答”を原則に端的にわかりやすく質問 

☆支援者と環境に着目して、全体像を把握する。 

 

【報告者】 

 ○参加者からの発言内容（アイデアや出された本人像など）を記録 

【参加者】 

○とらえた本人像やアイデアについて積極的に発言 

☆報告者への質問はせず、徹底的にアイデアを出し合う。 

 

【報告者】 

○参加者から提案されたアイデアなどに対するコメント 

☆取り組みのヒントや今後の方向性などを具体化する。 

【参加者】 

○報告者のコメントを傾聴 

☆新たに気づいたことや得られたこと、自身の事例にも応用可能か   

などを確認する。 

 

≪グランドルール≫ 

 

① 端的に発言する（最長 30 秒！） 

② 積極的に参加し、たくさん発言する。 

③ 否定的な発言はしない。対等な立場で、受容的な雰囲気を醸成する。 

④ 求められたゴール・課題に向けて発言する。 

（自分の興味・関心で発言するのではない！） 

⑤ 多様な意見が場に出るようにつとめる。 

（自分ばかりが発言しないよう留意する。） 

⑥ 事例を報告した人が元気になることが重要。「出してよかった」を目指す。 

⑦ 参加者はそれぞれが報告者を支える気持ちで参加する。 

⑧ 時間を守る。（今回は事務局が時間管理をします） 

 

 

【報 告】 

 

【課題の確認・ 

解決へのアイデア】

 

【まとめ】 

 

【質 問】 
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